
 

 

「奈良公民館における国際交流の取組」        

～だれもが幸せにくらせるために～           

田川市 奈良公民館 【自治公民館】館 長   田丸 広海 

                 前館長  身吉 正幸 
                  

 

１ 事業名 「奈良公民館における国際交流の取組」 

 

２ 事業の目的 

  日中友好協会田川支部の支援を受け、中国語講座、太極拳教室、中国の伝統楽器

二胡教室を開講し、地域において異国の文化を学び、これからの国際社会において

友好関係を結べるような地域にする。 

 

３ 事業の実施主体 

  奈良公民館 

 

４ 連携・協力機関・団体等 

  ①奈良区②日中友好協会田川支部③さくらクラブ④奈良夢良おこし 

  ⑤奈良・野上こども育成会 

 

５ 実施に至る経緯 

 平成１７年に、日中友好協会田川支部が田川市武道館で実施していた太極拳教室

の受講生が増えたため、奈良公民館でも太極拳教室を実施することになった。 

高齢化社会が進むにつれ、健康で長生きをすること、とりわけ高齢者の転倒防止

のために、近年健康講座として太極拳を取り入れている自治体が増えている。太極

拳は、ゆるやかな動きと呼吸法で無理なく筋力やバランス感覚を身につけることが

できる。また、太極拳を習得することによって脳も活性化するとも言われており、

そのため、他地域からの参加者も増えた。太極拳は中国の武術がもととなってお

り、長い歴史の中で健康法として普及したもので中国語が使われる事から、中国語

を学びたいという要望から講座を開講した。 

日中友好協会田川支部は、中国から強制連行されて田川で亡くなった中国人殉難

者の碑の建立資金活動の一つとして、以前より中国の古典楽器や二胡の演奏会を定

期的に開いてきた。その中から二胡の音色に魅せられて愛好者が増え、念願かなっ

て二胡教室を持つに至った。公民館も人権尊重の精神に基づいた活動として、国際

交流の広がりを進めてきた。 

 

６ 事業の内容 

（１）太極拳教室 

  太極拳教室は、日中友好協会田川支部の方が講師となって、毎週金曜日の午後２  

時から２時間実施している。教室は 10 年が経過する中で生徒の中にも熟練者が増  

え、北京体育大学に短期留学して技術を極める方が出るなど、広がりを持ってきて 

いる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【太極拳の練習をする教室生】 

（２）中国語講座 

  中国語講座は、毎週土曜日の午後 1 時 30 分から 2 時間実施している。 

  奈良区には、中国のウイグル自治区から山口大学大学院に留学していた男性が、

地域の女性と結婚して居住している。彼は太極拳教室にも参加していたので、中国

語の講師を引き受けてもらい開講の運びとなった。その男性が学校の教師として勤

めることになった後は、その方の知人である中国の瀋陽出身で大任町の男性と結婚

している女性に講師を引き受けていただき、現在に至っている。 

   

 

 

         
 

 

 

 

 

 

 

 

【中国語の勉強をする住民】 

（３）二胡教室 

  二胡教室は、隔週水曜日の午後 2 時から 4 時間実施している。 

  日中友好協会田川支部では、10 数年来、中国吉林省から熊本大学に留学して、   

九州を拠点に二胡の演奏会や教室を設けるなどの活動をしている、二胡奏者の劉福

君（りゅう ふくくん）さんを招いて演奏会を開催してきた。そのことから二胡の

愛好者が増えて、二胡を習いたいという声が上がり教室を持つに至った。現在、講

師は劉福君さんの門下生で佐賀県在住の方が担当している。 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【二胡の練習風景】 



７ 事業の成果 

田川市には県立大学があり、中国や韓国からの留学生がいる。春節（中国の正  

月）に公民館に留学生を招いて餃子会を開き、皆で餃子を作り、食べながら生活習

慣の違いなどを学び交流をしてきた。また、中国語講師の両親が田川市に滞在した

時に、中国の家庭料理を教えてもらい、食文化を学んだりしている。  

そして、公民館での講座等で学んだことを地域の行事や校区の文化祭で成果発表

をするまでの活動を通して、中国の歴史や文化を地元住民に身近に感じてもらうこ

とができている。それらによって、国際理解を深めることができたと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校区ふれあい文化祭で太極拳を披露】    【中国の家庭料理を学ぶ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       【二胡のメンバー】        【中国の家庭料理を学ぶ】 

８ 今後の課題 

  田川地域には、朝鮮半島にルーツを持つ在日韓国・朝鮮籍の方々が多くいる。田

川の企業で、中国、タイ、フィリピン、ベトナムから来日し就労している人々もい

る。また、技術習得のために世界各国から訪れる方々もいる。さらに、田川市内の

小中学校や高校には、外国から英語教師（ＡＬＴ）として田川に住んでいる外国の

方も大勢いる。そして、その人々を地域の中で家庭に招いて異文化交流する姿も見

受けられる。 

そのような環境を活かして国際感覚を身に付け、いろいろな人と接して友好関係

を結び、グローバルな視点で物事を見る目を養うことは、これからさらに必要であ

る。それが、未来への飛躍を実現する人材の養成につながると考えている。  

今後も公民館での活動を通して「だれもが人として尊重され」、「幸せに暮らせ」、

「人権が守られる社会」にしたいと思う。 

 

9 問い合わせ先 

      〒826-0002  田川市大字奈良 190-3 ℡ 0947-44-1416  

              奈良公民館 館長 田丸 広海 


